









(海外 調査 レポ ー ト)
北欧デザインの独 自性の要因考察
森 岡 茂 勝
1.は じめ に
北 欧デザ イ ンの良 さについては,各 方面 ですで に言 い尽 くされ,そ の製 品 に
つ いて も,多 くの もの が 日本 で販 売 され るよ うになって久 しい。
このス カ ンジナ ビアデザ イ ン,特 に クラフ トを中心 とす る品 々の すば らしさ
は,現 代 の人為的 な美 にな らされ てい る我 々に とって,ま だ まだ不思議 な魅 力
を感 じさせて くれ る。
日本 は今や,"デザ イ ン"は 輸入 す る国で はな く,輸 出す る国 になった とよ く
言 われ,現 に世 界中 に数多 くのJAI'ANESE・DESI(姻を送 り出 して い る。
しか し,そ の裏 では,我 々の生 活は,公 害 の中 に埋 没 しょうと してい る し,
エ レ ク トロニ クス を中心 と したニ ュー イ ンダス トリーの中 で,何 か冷 た い,余
裕 の ない くら しを強 い られて い る。
た しか にもの は豊 か にな り,あ らゆ る分 野 に"デ ザ イ ン"が 入 り込 み,ID
を中心 として,製 品は高 レベ ルに ある。
だ が,そ の一 方,こ のせ わ しく,精 神 的 にも物理 的 にも余裕 が ます ます な く
なって行 く観 の ある 日本 の現代社会 において,そ れ らの 日常製 品群 には,何 か
割 り切 れない気持 を もつの も事実 で ある。
「消 費 の た め に」 ,「生 活 者 の ため に」 とものづ く りのモ ッ トー が言 々 され
るが,次 々に生 み 出 され るもの に,我 々は,使 うのでは な く,使 わ されて いる
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感 じす らす る最近 ではな かろ うか。
戦後 の営 みの中 で,我 々 日本人 は,何 か を,ど こか に置 き忘 れて きたので は
あるまい か。 この よ うな観点 か ら,北 欧 のデザ イ ンが注 目 され,魅 力 あ る商品
に感心 させ られたので あるが,そ の洗 練 された美,あ たた かみの ある健 全 なデ
ザ イ ンは,ま だまだ,我 々 日本 人 と して,考 え させ られ る もの がある と思 われ
るので ある。
さらに,北 欧のデザ イ ンには,特 別 なデザ イ ンをわざわ ざ考 え出す とい うの
では な く,人 々の生活の 中か ら,ご く自然発生的 に出 されてい るこ とにも注 目
に値 す る要素 が ある。
今回,こ の よ うな意味 から,ス カ ンジナ ビアデザ イ ンの独 自性 の要 因 につい
て,工 芸製 品 を中心 として調査す る機 会 を得 たが,そ の結 果 に基 づ き,若 干 の
考察 を試みてみ た。
2.北 欧 デ ザ イ ン の 独 自性 の 要 因
2-1.ス カ ンジナ ビア諸 国
スカ ンジナ ビア諸国,そ れは,デ ンマー ク,フ ィンラ ン ド,ス ウェーデ ン,
ノルウ ェー,ア イス ラ ン ドの五 ケ国 をもって い うが,い ず れの国 も北極 圏 に近
い高緯 度 にあ る。
日本列島近効 の地理 か ら言 えば,そ れ らは樺 太(サ ハ リン)以 北 に該当す る
もので,勢 い,厳 寒 の地 とい うイメー ジが定着 す るの であ る。
事実,い か にメキ シコ湾流 の影響 によ り,我 々 が予想 して いる以上 に人 間の
生活 に適 す る地 となって いるが,そ れは短 かい夏 のこ とで あ り,一 年の うち,
半年以上 が冬 とい う気候,冬 期 の最低 気温 はス ウェーデ ンの ス トックホ ル ムで
一5℃ ～-10℃,ノ ルウェーのオス ロや フ ィ ンラ ン ドのヘ ル シンキ に至 っては,
平均一14.5℃,時には一30℃の 日が幾 日 も続 くとい う。 まさに厳 寒の地 なので
あ る。
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北 欧諸国 の民 族 は,フ ィンラ ン ド人の フ ィン ・ウゴル語族 を先祖 に持 つ特 異
性 や,今 なお北 極圏 に住 む少数の ラ ップ ラ ン ド人 をの ぞけば,い ず れ もヨー ロ
ッパ 諸国 と同 じゲ ルマ ン民族 で ある。
北 欧諸国 の歴史 は,現 在 の よ うな平和維 持 に徹 して いたのでは な く,ナ ポ レ
オ ン戦争(1814年)前後 マデ,厳 しい戦役 を くり返 してい る。
特 に,ス ウェーデ ンとデ ンマー クは歴史 上数度 の戦争 を して お り,ま た,ス
ウェー デ ンをの ぞ くノルウェー,フ ィンラ ン ド,デ ンマー クは,今 次世 界大 戦
にま き込 まれ,大 きな痛手 を受 けてい る。
この よ うな歴史 的経 過 もあ り,北 欧 諸国は その共通 の民族性,文 化的 基盤 か
ら団結 して世界平和 に対処すべ く,1952年に 「北 欧会 議(NordicCouncil)」
を設立 させ,常 に密 なる連携 を保 ってい る。
しか し,い ず れの国 も,自 国 のナ シ ョナ リズ ムは強 く,独 自の活動 を続 けて
いるので あるが,そ の中 にあって,社 会体 制,政 治,経 済の あ らゆ る分野 でス
ウェーデ ンの存在 は強 い もの があ り,常 に北欧の リー ドオ フマ ン的 存在 とな つ
ている。
スカ ンジナ ビアデザ イ ン
の変遷 を見て も,ス ウ ェー
デ ンデザ イ ンの発達 は,他
の北欧諸 国 にも強 い影響 を
与 えている とい えるので あ
る。
2-2、 気候 ・風土 一社
会体 制一 宗教
デザ イ ンの独 自性の要 因












高福祉(プ ロテス タン ト)
図t
かむ とともに,そ れ を形成 した風 土 や社会体制 等,周 りの環境 が重要 な要素 と
1,
な る。
特 に,ス ウェー デ ンを中心 とした北欧諸 国 においては,こ の 「気候 ・風 土」
と 「社会体 制」,「 宗 教」 の相互 関係 が大 き くデザ インの特異性 の要 因 となっ
て いるQ
ナ な わち,「 気候 ・風土」 と 「社会体制」 の関係 で見 るの な ら,人 々 は厳 寒
の地 において,当 然の ことなが ら家庭 を"家"を い かに快適 なもの に,魅 力 あ
るもの にす る か心 を砕 くので ある。
これ は,近 代社会以 前の長 くつ づ いた農民社 会 において も非常 な努 力が払 わ
れ,合 理的 な備 え付 け家具 の考 え方や,椅 子,テ ーブ ル等の 自給 家具類,手 織
物 等 の手工 芸 の伝統 は,工 業化 され る時 限 においてス ムーズ に移 行す る要素 と
もなった。
また,近 代社会 に入 る20世紀 の は じめか ら,歴 代 政府 の住 宅対策 は 目 を見 は
る もの があ り,そ の歴史 的 な伝 統 に立 った合理性 は特 に都市部 の集 台住 宅 に反
映 されてい る。
この政府 の住 宅対策 の先見性 は,後 にのべ る工芸運動 との関係 もあ るが,19
30年代 に建 て られたアパ ー ト群 が,現 在 も何 の それ し ょく(遜 色)も な く使用
されてい る し,50年前 に既 に人 間工学 をベー ス に した考 え方 でデザ イ ンがな さ
れ,「住 みやす さ」,「 使 いやす さ」 を前提 に して設計 されてい るこ とか らもう
かが えるQ
一概 に,北 欧の ク ラフ トに して も,現 在 の優 秀 な製 品が突発的 に生 まれたの
では な く,実 にこの住 いを大事 にす る伝統 と,政 府 の先見性 のあ る住 宅対 策 が
引 き金 とな り,よ り住 みやす く,よ り使 いやす い製 品づ くりの思想 の もとに,
建 築(住 居)イ ンテ リア(家 具,調 度 品)ク ラフ ト(小 物)製 品の 開
発へ と移行 し,発 展 してい ったとい える。
次 に,「 気候 ・風土」 と 「宗教」 の関係 に おい ては ど うか。
ス ウェーデ ンのみな らず,北 欧諸 国 は敬虔 なプロテ スタ ン トで ある。
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ス ウェーデ ンに例 をとるな らば,830年に フラ ンスの修 道士 ア ンス ガー ル(A-
nsgar)がキ リス ト教布 教師 として この地 に達 して以来 ,現 在 では国民 の98%
がルー テル教会(国 教会 と呼 ばれてい る)に 属 し,残 りの2%が 他宗 派 の信 者
とな ってい る。
そ して,こ の熱心 な宗教 心は,厳 しい自然体験 と合 わせ,深 い自然 へ の愛 と
おそれ,神 へ の敬 いとなって 自然 の織 りなす風物 を強 い愛情 を持 って受 け止 め
てい る。
それが感 受性 の鋭 さ,厳 格 と簡 素 の精神,そ して又,優 れた色 彩感覚 を生 み
出 し,洗 練 され た ヒューマ ンな造形 思想 を作 り出 す要 素 にもなったの では なか
ろ うか。
最後 に,「 宗 教」 と 「社会体制」 の関係 にお いてス カンジナ ビアデザ イ ンの
発達 と独 自性 の要因 を探 るな ら,そ れは ヒューマ ンな立場 に立 った平 等主 義,
民主主 義の発達 が あげ られ る。
この ことは,所 得の平等主義 ,高 福祉,女 子就 業率 の高 さを生 み,デ ザ イ ン
の立場 から見 れば,結 果的 に国民の購 買能 力 を高め,製 品 の消 費 に大 き く貢献
してい るといえ るので ある。
ちなみ に,現 在 のス ウェーデ ンで は女子 就業率 は主婦の6割 にの ぼ り,男 性
の総労働人 口230万人 に対 し,150万人の婦人 が労 働市場 に進 出 して いる。
また,こ の 「宗教」 と 「社会体制」 で言 えるこ とは,国 民 の連帯 意識 の強 さ,
団結 の強 さであ る。
労働 組合 は もちろんであ るが,各 種 の団体 が近 代化社会 に入 る以 前 か ら既 に
形成 されて いる。
その中で,デ ザ インの発達,独 自性 の要因 考察 に関 して注 目すべ きものは,
協 同組合組織 と家庭 工芸協 会,そ れ に4-1で のべ るスウェーデ ン工 芸協 会
(現,ス ウ ェー デ ン ・イ ンダス トリアル ・デザ イ ン協 会)の 存在 であ る。
協 同組合 は19世紀 の末 には じまり,消 費協 同組合 と生産協 同組合 が ある。 そ
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の連合体 で ある協 同組合 連合会(KF:KooperativeForbundet)は,現在,ス
ウェーデ ン家庭 の約50%が組合員 となってお り,生 産,流 通 に大 きな発 言 力を
持 ってい るQ
家庭工芸協 会 は,ス ウェーデ ン婦人の手工 芸 の芸術 的発展 を中心 として,家
内工芸 の生産 を守 りかつ広 め るため に1899年に作 られ,1913年に全国組織 にな
った もので あるが,先 にものべ鵡 工業化 への移 行 をスムーズ に させ る国民 の
目 を育 て,レ ベ ルの高 い美意 識 を養 った陰 の功労 者 ともい うべ き存在 で あ る。
2-3.生 活 に密着 した工芸蓮 動
さて,ス カ ンジナ ビアデザ イ ンの独 自性 の要 因 であ り,近 代 デザ イ ンへ の発
展 の機 会 は,1930年代 か らは じまる工芸運 動 で ある。
現在,我 々の評価 す るス カンジナ ビア デザ イ ンが確 立す るのは,こ の 冬 ウェ
ーデ ンを中心 と した1930年代～40年代 にかけて実行 された一連 の工芸 運動 に負
うところが あるといって過言 でない。
北欧諸 国の工業化 のは じま りは,そ の地理 的条件 もあって,19世紀 の後 半 か
らであ る。
それ まで は,各 国は,当 然 の こととはい え完全 な農業社会 で あ り,ス ウェー
デ ンでは人 口が急速 に増 えて きたが依然 として農 業 が支配的 で国民の生 活 は苦
しく,1850年か ら1930年にかけて新天地 を求 めて,実 に100万人 を越 えるスウ
ェーデ ン人 がアメ リカに移民 して い る。
そ して,こ の貧 しく,苦 しい生活 か らの脱皮 を目指 した工業化へ の変革 も,
産 業革命以後,初 期 の段階 で いず れの国 もが体験 す る道 をた どり,1914年にス
ウ ェー デ ン ・マル メで開か れた 「バ ルテ ィック展 」 では,低 俗 な量産 品(ル ネ
ッサ ンスやロ ココスタ イルの模 倣)が 目立 ったので あ る。
この状況 にいちはや く ドイツ工作 作連 盟 の運動 に影響 を受 けた(と い うよ り,
共 鳴 した)ス ウ ェ ー デ ンデザ イ ン協 会(SVENSKFORM)が 中心 とな り,
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その反 省 にたって翌 年(1915年)か ら,"芸術家 を産業へ"の スロー ガ ンの もと
写 真1isn年 〈ホ ーム エ キ ジ ビ シ ョ ン〉 の一 例
グ ンナ ー ・アス プ ラ ン ドの暖 灯 ば た,キ ャ ビ ンの 中 に ウ
ィルヘ ル ム ・コ ー ゲの 「働 く人 々 の ため の 陶 器」が あ る。
に工場 と芸術家 の 間 に
立 って関係 を促 進 させ,
「美 しい 日用 品Jを 目
指 してアーテ ィス トを





て同協会 による 「ホ ー
ム ・エキ ジビ シ ョン
(住宅展)」 が開かれた。
これは,23軒の実際 の家(小 住宅)が設定 され,そ の中 に自由に備 え付 け られ
たイ ンテ リ家具,調 度品の ほか,ガ ラス,陶 磁 器等の 日常製 品 も展 示 され て,
総合的 な日常生 活の提 案 であったO
また,同 エ キ ジビジ ョンは,そ れ までの因襲 にとちわれる ことな く,中 ・下
級 クラスの家具 や 日常用品 も高 品質 で趣 味 のよい,し か も安価 に作 れ ること を
示 し,ス ウェーデ ン ・アー トインダス トリ ィーの基礎 を定 め るもの で あった。
その後,1925年に開 かれたパ リ展(TheParisExposition;現代 装飾美術
展)に おいて,シ モ ン ・ガーテ(SimonGate)やエ ドワ ル ド ・ハ ル ド(Ed-
wardHald)のオ レフ ォー シュガラス,カ ー ル ・マ ルムステ ン(CarlMal-
msten)の家具,ウ ィルヘ ル ム ・コーゲ(WilhelmKage)の陶磁 器等,ス ウ ェ
ーデ ン ・デザ イン協 会 の呼 びか けに答 え,各 企 業 に派遣 され たアーテ ィス ト達
の製 品 が賞讚 を浴 び,こ こに対外的 に 「スウェ デ ィッシュ ・モ ダー ン」 の幕 開
け となったので ある。
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それは,2年 後の1927年にニュー ヨー クの メ トロポ リタ ン美術館 で 開 かれた
展 覧会 において一層 の評価 を得,国 際的名声 を高 めて いった。
しか し,1917年のホー ム ・エ キ ジビシ ョン以後 の現 実の製 品は,理 想 とす る
"大衆 の ための高品 質で趣 味 の よい安価 な製 品"か ら異 な り
,1920年代 年代 で
はや や もす れば彫 り込 み のあ る装 飾過 多のガ ラス類 や,独 特 の陶磁 器,高 価 な
イ ンテ リア用品等 が主流 を占めて お り,珠 して初期 の 目標 が達 成 されたの では
なかっ た。
その頃,1920年代 の終 りに,大 陸 あバ ウハ ウス運 動 か らくる新 しい傾 向,「機
能主義 」 がやっ と到着 しは じめ た。
ス ウェーデ ン工芸協 会(現,ス ウ ェーデ ン工業デザ イ ン協 会)は,1930年 に
ス ウェーデ ンで は じめて,機 能主義 の前衛 として 「住 宅 と住 用品」 をテーマ に
展 覧会(ス トックホ ルム展)を 開催 した。
この展覧 会は,同 協 会 の グ レゴー ・パ ール ソン(GregorPaulsson)と建築
家 の グ ンナー ・アスプル ン ド(GunnarAsplund)が中心 とな り,住 宅 に関す
る新 しい思想 を創 り出 して,空 前 の討論 を呼 び起 した。
そ して,こ の展覧会 では,1917年の考 え方 が再確認 され,機 能 や材質,生 産
方 法や 品質 の問題 が,建 築や因襲 に とらわれ ない備 え付 け家具 を通 して提 示 さ
れ,デ ザ イ ンの標準化 が示 された。
アー ト ・イ ンダス トリ ィーの部 門 において も,日 常用品 が建 築 との 関連 にお
い て発 表 され,気 軽 に使 え るク リス タル グラスや陶磁 器 によ るテ ーブル ウェア 、
が示 されたQ
この1930年のス トックホ ルム展 を契機 に企 業は工業製 品の中 におけ る芸術家
の価値 をはっ きりと認 め,競 ってアーテ ィス ト達 を雇 いは じめた。
そ して,第 二 次世 界大戦 を中立 の形 で乗 り越 え,各 国 が不幸 な文化 的頭脳 の
停 止 の 中 にあって,確 実 な努 力 によ って成熟 して いったので ある。
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3.グ ス タ フ ス ベ リ ィ製 陶 所 に見 る ス ウ ェー デ ン デ ザ イ ンの
発 達 事 例
この よ うに,時 代の流 れ とは いえ,北 欧 デザ イ ンはヨーロ ッパ大陸 か らは じ
まった近 代 デザイ ン思潮 か ら決 して取 り残 されて いたの では な く,む しろ,積
極 的 に受 け入 れ る傾 向 にあった。 しか し,そ の実行 につ いては,単 に ヨー ロ ッ
パ の形態 を模 倣 す るので はな く,厳 格 と簡素 の精神 に基づ いて解 釈 が なされ,
修 正 されて実行 されて いったので あ る。
この ことが,そ の製 品 デザ イ ンに国際 性 を持 ちなが らも独 自性 の あ るグ ッ ド
デザ イ ンになった ことの要 因 とも思 われ る。
さて,以 上 の よ うに,工 芸運動 の流 れ を見 たが,1914年のバルティック展を契
契機 と した工芸運動 で,と りわけ,ス ウ ェー デ ン工芸協 会 によ る"芸 術 家 を産
業へ","美 しい日用品 を"に 共鳴 し,企 業 に派遣 された アーテ ィス トは,先 に
記述 したエ ドワル ド ・ハ ル ドら4名 以外 にエ ドウ ィン ・オラー シュがコス タ ・
ガ ラス会社 に,グ ンナー ・ニ ール ン ドとルイゼ ・アデルポ イがレー1Lストランド
陶磁 器会社 に入 り,そ れ ぞれの分野 で活動 していった。
それ ら,先 進 的 なアーテ ィス トの中 に あって,以 後 のス ウェー デ ン陶芸 のみ
な らず,ス ウェーデ ンデザ イ ンの先導的役割 をはた した ウィ ルヘ ルム ・コーゲ
(WilhelmKage)の
仕事 と,彼 の所属 した
グス タフスベ リィ(G-
ustavsberg)製陶 所の
変遷 を振 り返 っ て見 る
ことは,先 の 工芸運動
の実証例 と して見 るに





グリタフス ベ リィ製陶所 は,ス トックホ ルム西 方の効外 にあ る。現在 は,生
活協同組 合連 合会、(KF)さ ん(傘)下 の製陶所 として,日 常陶磁 器製 品だ け
で な く,プ ラスチ ック工業製品,イ ンテ リア用品,船 舶部 品等多機 にわた って
いる。(日 本 では 「ボー ンチャイナ;Bonechine」で知 られて い る。)
ス ウェーデ ンには三大製 陶所 があ るが,そ の最 も古 いのは レー ルス トラン ド
(RSrstrand)であ る。(1726年設 立)
グス タフスベ リ ィは,ス ウェー デ シの有 力企 業 と してはそれ程 に古 くはな く,
1825年に 「あ らゆ るタイプの磁 器製品 を生産す る」 ため,ハ ルマ ン ・オーマ ン
(WholeslerJohanHarmanOhman)によって設立 された。
しか し,生 産 は,ド イツ人マ ネー ジャー(FredrikRehde)が中心 にな り,
原 材料 も ドイッか らの磁 器土 を輸入 していた。
1830年,工場は50名の従業員 によ って,「 エ レフ ァン トパ ター ン」 と呼 ばれ









Holden)を中心 に,す べ て が英国式 に生産 され出 し,数 名 の英人磁器職 人 も,
技術指 導者 の かた ちで雇 われた。
製 品モ デルや材料 も英 国か ら輸入 され,企 業のマー ク も当時,英 国 の多 くの
工場 が使 用 して いた"錨"の マー クが登場 してい る。
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図1〈 グスタフスベ1丿イ製陶所マーク〉
製品 は 「Ecclesia1」と称す る古代 アテ ネの正餐 食器群 をモチ ーフ と してい
た が,こ れ も英国製 の コピーであ る。
1860年代 に入 り,「Parian」とい う白色磁 器 が開発 され たが,当 時 の製 品 はほ
とん どハ ン ドロ クロ による製品 で あった。
また,1868年,当製 陶所 の代 表的製品 となる 「ボー ンチ ャイナ;BoneCh-
ina」の食器 が生産 しは じめ られた。
ボ ー ンチ ャイナは,英 国 で18世紀 の後半 に発 明 され たが,英 国以外 で これ を
生産 したのは グス タフ スベ リィだ けで あ り,こ れか らも当製 陶所 が英 国の影響
を強 く受 けて いた ことが うかが える。 なお,BoneChinaを当地 では,1930年
まで の間 「Qenuine(純正)China」と呼 んでい た。
1869年,ウィルヘル ム ・オデルベ ルグ(WilhelmOdeberg)がグス タフスベ
リ ィの経営者 とな り,1924年に彼 が死 ぬ まで工場 を管 理 した。(Odelberg家は
1937年にス ウェーデ ン生協 連合:KFに 経 営 を引 き継 ぐまで経 営者 で あった。)
3-2.揺 らん期
WilhelmOdebergが経営者 とな り,製 品の レパ ー トリィー も増加 し,開 放
的 な企業 となっていった が,製 品のモ デル はい まだ に英 国,あ るいは フ ランス
の模 倣 の域 を出 ず,古 典的 なデザ イ ンの縞模 様 の線 条パ ター ンがそれ までの強
烈 に加飾 され た製 品 に対抗 して生産 された。 また,一 方 では,そ の単純 なデザ
,・
イ ンの もの を補 うため,西 イ ン ド諸 島 ス タイルの 「Fasa(アジア雉子)」 のパ
ター ンが多 く作 られ るよ うになった。
この傾 向は,1880年代 に入 り,自 然主義 スタイルの もの とオ リエ ンタル主義
的 ス タイルの もの に二 分 され人 気が続 いた。
前者 は 「Heclere」に代表 され,後 者 には 「Yokohama」や 「Peking」,
「Willow」等 きわめてエキ ゾチ ックな名称 の もので ある。
この よ うに,19世紀
までの間,量 産 的 な食
器類,高 級 な水 がめや
壺,そ れ に植 木鉢 とい
った製品 が外 国の模倣
によって,装 飾 もの と
して さま ざまなパ ター
ンに施 され た。
わずか に,1895年に
アー トデ ィ レクター と
して入所 したGunnar
G:sonWennerberg
によ るスウ ェーデ ン植
物 をモチ ーフ と した自
然 なパ ター ンが,そ れ
までの模 倣 パ ター ンに
代 わる もの といえ る。
(しか し,そ の製 品 も
高価 す ぎて,普 及 には
至 らなか った。)
写 真4工 場 ス ナ ッ プ(1900年当 時)
写 真51900年 当 時 の 工場 スナ ップ(ハ ン ドロ ク ロ作 業)
,.
1908年,JosfEkbergがアー トデ ィ レクター を引 き継 ぎ,い よい よ工業化 の
本腰 が入 れ られ,真 剣 に量産 工芸品 と して鋳込型 による食 器群 が生産 され るよ
うになった。
3-3.工 芸 運動前後(開 花期前 後)
1914年,バルチ ック展(TheBalticExibition)にグスタフスベ リ ィ製陶 所
は,新 しい装飾技法(着 色石版刷)に よ るこれ ら量 産製 品 を出品 した。
しか し,そ れ らは激 しい批判 を受 け るかっ こうの材料で しか なかった。
この結果,少 数 の裕福 な顧客層 を相手 に した高価 なもの や,品 質の お と る装
飾過 多の量産 品 に痛烈 な批判 を して いたス ウェ ーデ ン工 芸協 会(現 ,ス ウェー




彼の最初 の仕 事 は,
ス ウェーデ ン工芸協 会
が提 唱す る"美 しい 日
用品"づ くりで あ り,
実用的 な品物 を考案 す
ることであった 。
ウ ィルヘ ルム ・コー 写 真6ウ ィ ル ム ・コーゲ(1919年当 時)
ゲは,も ともとは画家 で あ り,フ ラ ンスの ア ンリー ・マチ スに師事 して いたが,
1910年頃 はむ しろグ ラフ ィックデザ イナー と して知 られていた。
1917年にグス タフスベ リィ製陶所 に入 って以来,死 去 す る1960年まで,主 と




彼 の 最 初 の 製 品 に 「Arbetareservis(働く人 々 の た め の 食 器)」 が あ る 。
これは,18世紀 の ス
ウェーデ ン陶 器のス タ
イルに ヒン トを得 た も
ので あったが,そ の柔
かい線 と使 い勝 手 のあ
るフ ォルムは,そ れま
での量 産 によ る日常製




デ ンに入 りは じめ た
"機能主義"に 早 くか
ら注 目 し,1930年代 に
着 手 した 「Praktika
(実用)」 は,そ の機
能主義 を念頭 に置 いた
もの であ る。
彼 は,機 能主義 に基
づ き,大 衆 のた めの親
しみ ある 日常製 品(テ
写 真7ウ ィル ヘ ル ム ・コ ーゲ 〈働 く人 々 の ため の 食 器
スケ ッチ>1917年
写真7ウ ィ ル ヘ ルム ・コー ゲ 〈BL且ROS>1917年
一 ブルウェア)を 作 りつ づ けたの で あるが
,幽これ らは,1930年の ス トッ クホ ル
ム展 で高 く評価 され,"日常製 品 をいか に美 しく,機 能的 にす るか"が アーテ ィ
ス トの間で さらに深 く考 えられは じめたの であ る。
ウ ィルヘ ルム ・コー ゲの制作 態度 でい まひ とつ特徴的 なのは,材 質感 の追求,
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新 し い 材 質 の 開 発 が あ る 。 ス ト ッ ク
ホ ル ム展 で 世 界 的 名 声 を 博 し た 「ア
ル ジ ェ ン タ(Argenta)」は,磁 器 に
銀 を は め 込 ん だ 新 し い 手 法 の も の で
あ る が,こ の 外 に 「フ ァ ル ス タ(F-
arstware)」を 開 発 し,Cintra,
Surrea,Carraro等の シ リ ー ズ を 発
表 し て い っ た 。
こ れ らは す べ て,量 産 製 品 に 反 映




この よ うな新 しい製 品
や材 質の追 求 とともに,




初 の弟子 ステ ィング ・
リ ン ドベル イ(Stig
写 真9ウ ィルヘ ルム ・コ ーゲ 〈Fati
Argenta>1925年
写 真10ウ ィ ルヘ ル ム ・コ ーゲ<Cintra>1947年
Lindberg;1937年入 所)と と も に グ ス タ フ ス ベ リ ィ ス タ ジ オ(TheGustavs-
bergStubio)をス タ ー ト さ せ た 。
最 初 の ス タ デ ィ オ の メ ンバ ー は,彼 ら2人 の ほ かBerndFriberg,Calle
Bomgvist,TyraLundegren(1950年マ デ 所 属),UrsulaPrintz(1951年
マ デ 所 属),MariSimulss・n(1949年 マ デ 所 属),AndersLiljef・rs(1957年
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マ デ所属)の 計8名 で あったが,こ
の メ ンバー の特徴 は,彫 刻家,画 家,
陶芸 ろ くろ師,装 飾 デザ イナー と多
彩 で あ り,こ の専門分野 の相異 も結
果 的 にはよ りバ ラエ テ ィー に富 んだ
製 品 を作 り出す源動 力に なった と思
われ る。
3-4.コ ーゲ以後
彼 ら,ス タデ ィオの メ ンバ ーは,
コーゲの指 導 の もとに,一 方 では実
験 的,前 衛 的 な作品 を個 性豊 かに追
求 す るが,そ れ らを大衆 のた めに そ
0)美的感覚 を損 な うこ とな く,い か
に量 産 に向け るか腐心
した。
この ことは,1940年
代 か ら同製陶 所では じ
まるプ ラスチ ック製品
の開発 を見 て も,決 し
て工業製 品の味 けな さ
は な く,ア ー トイ ンダ
ス トリィーの基本 に基
づい た考 え方 でデザ イ




写 真12TheGustavsdergStudioの1970年 代 の
メ ン バ ー(一 部)
ン さ れ て い る こ と か ら も うか が え る。
ウ ィ ル ヘ ル ム ・コ ー ゲ は1949年に グ ス タ フ ス ベ リ ィの ア ー トデ ィ レ ク タ ー を
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辞 任 し,そ の後 をステ
イング ・リンドベルイが
引 き継 いだ。
ス タデ ィオの メ ンバ
ー も年 を経 て新 しいア
ーテ ィス トを向 えたが,
彼 らの制作態度 は変 わ
る ことの ない大衆 の た
め の親 しみ あ るテー ブ
ルウ ェアの開発 で あっ
た。
写 真13KarinBjoguist〈ボ ー ンチ ャ イナ に よ る テ ー ブ
ル ウ ェ ア>1971年
日々の思考 は前衛 的で あ るが,表 現 は社会的適 合 を考 えた ものづ く り,こ れ
がTheGustaysbergStudioの伝統 よ うに思 える。
4.お わ り に
4-1SVENSKFORMの こ と
以上,ス ウェーデ ンを中心 に して北欧 デザ イ ンの独 自性 の要 因 とその発展 を
見て きたが,お わ りに,こ の発展 に大 きく寄与 して きたスウ ェーデ ン工業 デザ
イ ン協 会(前,ス ウ ェー デ ン工芸協 会,通 称 名,SVENSKFORM)の こ とを
少 し紹介 して お きたい。
同協 会 は1845年に設立 した世 界で最 も古 いデザ イ ンセ ンター と言 われ るが,
これは,1846年,スウェーデ ンで は古 いギ ル ドの法律 を廃 止 し,だ れ もが 自由
に職 業 を選 ぶ ことがで きるよ うにな った。 しか し,そ の よ うな状況 にあ って工
業化 が進め ば,こ れまで積 み上 げて きた優 れた技能 や感受 性 が抹殺 され るの で
はない かと恐 れ られ,同 協会 が,工 芸 家 た ちの美的訓練 を与 え るため のデザ イ
ン学校 を運営す るた めに設立 されたので あ る。
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名称 も当時 は,ス ウェー デ ン工 芸協会 と呼 んでい た。
現在 は,ス ウェーデ ン工業 デザ イ ン協 会 と改 め,7,000人の会 員 が所属 して
い る。
会員 は,「デザ イナー部 門(建 築,家 具,ID,工 芸 等の専 門デザ イナー)」
約300名,「プ ロダク ト部 門(企 業)」約50企業,「 コ ンシューマ(消 費者)部
門」 各種消 費者団体25団体,の3大 セ クシ ョンに属 し,各 セ クシ ョンよ り委員
を選 んで運 営 にあたってい る。
財 源 は会 費30%,国 家補助30%,コ マ ー シャル料,出 版 料40%と なって お り,
政 府 との関係 は弱 い とはい えない。
1940年代 に,現 在 の活動 の基本方針 を定 めて いるが,そ れは,① ス ウ ェーデ
ン産業製 品 を良 いデザ イ ンにす る必 要 が ある。② 住宅 をよ くす る必要 があ る
(環境 問題 も同 じ)。 ③ よいデザ イ ンの知識 を普及 しなけれ ばな らない。 とい
うもの で,こ の方針 に基 づ き,① 啓 蒙雑誌 の出版(「Form等 の出版)② ス
ウ ェー デ ン国内及 び外国 でス ウェーデ ン製 品の紹 介展 示会 を開 く,(ア メ リカ,
日本,オ ース トラ リア,ヨ ー ロ ッパ各 国等,今 で も巡 回展 示 を続 けて い る。)
③ 常設展示場 を設 ける(マ ル メにデザ イ ンセ ンター があ る。),と い った活動
をすす めてい る。
最近 は,環 境 問題,エ ネルギ ー問題,労 働 問題 等 を真剣 に取 り上 げ,「 社会
生 活 に役立 つデザ イ ンとは」 の問題 定義 をしてい る。
これ は,デ ザ イ ンの問題 をもっ と巾広 い もの にす るためで,ス ウェー デ ンデ
ザ イ ンの歴史 的考 え方 であ るとい うことであった。
4-2お わ りにあた って
日本 では,今 なお北欧諸 国 を個 人所 得 が世 界の上位 に ランク され,社 会制度
も整 った幸福 な国 とい う印象 をよ く聞 く,し か し現実 は厳 しい面 を持 ってい る。
それ は,北 欧各国 に共通 す る 「税 の問題(高 福祉,高 負担)」 であ り,「 労
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働 意欲 の喪失(特 に若年労働 者)」,そ れ に加 えて,世 界不況 か ら くる 「失業
問題」 で あ る。
北欧 のデ ザイ ン分野 に して も,1960年代以来,決 定的 なグ ッ ドデザ イ ンを出
してい ない とい う焦 りがあ る。
しか し,彼 らはこれ らの問題 を避 けて通 らず,国 民的合 意 に達す るまで じっ
くりと言t義し,北 欧流 の解決策 を見 つ け出すだ ろ う。
考察 を終 るにあたって,2・3の 所感 を述 べ させ て もら うな ら,そ れは,日
本 の これか らの デザ イ ンの進 め方 で あ り,和 と洋 の問題 で ある。
北欧 は,独 自の道 を歩 んだ とはい え,そ れ は民族的 に"洋"、の共 通性 にもと
つ くもので あ り,ス ウェーデ ン人の好 み も,そ の根底 は18世紀 の古 典主義 を好
む とい うヨーロ ッパ人 と同根 の もの が ある。
日本 はど うか,洋 の生活 を強 い られ,そ れが当然の こ ととなってい るが,ま
だ まだ民族 的 な"和"の 意識 はっ きまと う。
結局,未 来の 日本 も洋的形 式 を さらに追 い求め,ひ いては イ ンターナ ショナ
ル な形 で完 全同化 にな るので あろ うが(?),現 実 の 日本,そ してデザ イ ンに
必 要 なのは,こ れまで築 き上 げて きた"洋"の 上 にたって,今 後 は"和"的 解
釈 を真剣 に考 え直 し,製 品 に反映 させ る必要 があ るので はなかろ うか。 それが
今 を生 きる日本 人のニー ズであ ると思 う。
いまひ とつ,こ れ ら美的感覚 の高揚 は,一 デザ イナーや専 門家 のみで進 め る
こ とはで きない。ス ウェーデ ンの伝 統社 会 で見 た よ うに,一 般 国民 の レベ ルの
度合 で あ り,そ れは家庭教育 や学校教 育 に負 うところが大 きい。
今 花盛 りの,日 本流 ホ ビー産 業 で果 して現在 の学校教育 での不足 分 を捕 い,
国民 の美的 高揚 が促 が され るの か注 目 したい。
さ らに,は じめにのべた"何 か を置 き忘 れた"と い うことについて は,洋 と
和 の解釈(日 本的 吟味)が な されず工業化 に走 った ことと併 せて,い わゆ る
「アー ト ・イ ンダス トリ ィー」 とい う考 え方 が,伝 統 的生活一洋 風化一 戦争一
一56一
戦 後 一 さ らな る洋 風 化,の 過 程 の 中 で 置 き忘 れ た の で は な い か と 思.うの で あ る 。
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